
全国大学人権教育交流会 
第 52 回 企画 

《研究会のご案内》 

 

テーマ 

〜再び「障がい」とは何かを考える〜 

 
 

現在、教育の場での障がい者の位置はどう変化してきたでしょうか。今年大きく問題化された

不妊を強制してきた旧優生保護法は、1948 年には国会で反対意見もなく成立をみています。障害

者差別解消法が施行された同じ 2016 年には、同時に相模原障害者施設殺傷事件が起こっていま

す。前進と明らかな後退の現実。これからの教育の課題を見つめていきたいと思います。 

 

○開催日：２０１９年３月３０日（土）１３時～１７時 

（受付は１２時３０分～） 

○場 所： 関西学院大学 大阪梅田キャンパス １００４教室（１０階） 

大阪市北区茶屋町 19－19 アプローズタワー内 

Tel：06‐6485‐5611   http://www.kwansei.ac.jp/kg_hub/ 

 

○当日、参加費として 1000 円いただきます。（学生は無料） 

○準備の都合上、参加予定の方はできればメールにてご連絡ください。当日参加もできます。 

          Mail アドレス   g_jinken@yahoo.co.jp 

 

【報 告】 

報告 1「予断と偏見を助長する制度的色覚検査の復古」   

荒 伸直 さん（日本色覚差別撤廃の会・会長） 

 

報告 2「関西学院大学の手話教育について」 

松岡 克尚 さん（関西学院大学手話言語研究センター研究員） 

 

報告 3「障害者運動から見た５０年」 

牧口 一二 さん（認定 NPO 法人 ゆめ・風基金代表理事） 

 

【質疑応答と意見交流】 

 

 

 

＜第Ⅱ部＞（１５：１５～１６：５０） 

  質疑応答と意見交流 
 



  報告者のプロフィール   

荒 伸直（あら のぶなお）さん 

学生時代の７０年代後半に「薬を監視する国民運動の会」へ、自治体就職後の８０年代前半には

「情報公開法を求める市民運動の会」へ参画。 同時期より障害児の親の団体「先天性四肢障害

児父母の会」にも入会、本人の立場で約３０年間にわたり副議長など役員として会の運営および

運動（原因究明 、いのちと権利）に参画。関連論説に「何をあらためるのか母子保健 ～ 狙わ

れる障害者 - 新生児モニタリングシステム点検」（『月刊地域闘争』・ロシナンテ社、８６年４

月号）、「原因究明と差別・優生」（先天性四肢障害児父母の会・『会報５号』１９８９年）ほ

か。 色覚に生まれつき差異のある当事者の団体「日本色覚差別撤廃の会」へ１５年ほど前に入

会、副会長など役員として運動に参画。2016 年より会長。 
 

松岡 克尚（まつおか かつひさ）さん 

関西学院大学手話言語研究センター研究員、関西学院大学人間福祉学部の教員として「障害者福

祉論」などを担当。阪神間の複数の自治体で手話言語条例策定に関わる。著書に「ソーシャルワ

ークにおけるネットワーク概念とネットワークアプローチ」（関西学院大学出版会、2016）、主

な共著に「支援の障害学に向けて」（現代書館、2007）、「障害者ソーシャルワークへのアプロ

ーチ――その構築と実践におけるジレンマ」（明石書店、2011）、「よくわかる障害学」（ミネ

ルヴァ書房、2014）、など。主な論文に、「障害モデル論の変遷とその課題について」関西学院

人権研究（関西学院大学人権教育研究室），14 号，13-33、2010、「大学での障害学生支援におけ

る『障害モデル』に関する一考察」Human Welfare、9(1)、193-204、2016、「インペアメント文

化のとらえ方とその可視化――障害文化、障害者文化との比較を通して」Human Welfare、

10(1)、79-91、2018、など。関西学院大学社会学部社会学科卒業、関西学院大学大学院社会学研

究科社会福祉学専攻博士課程後期課程修了。 

牧口 一二（まきぐち いちじ）さん 

1937 年生まれ。１歳の時に脊髄性小児マヒ（ポリオ）にかかり、小２から松葉杖で通学。大阪美

術学校（現・大阪芸大）卒時、54 社もの就職試験で不採用となる。以後グラフィック・デザイナ

ー、おおさか行動する障害者応援センター代表、障害者文化情報研究所長、誰でも乗れる地下鉄

をつくる会代表、駅にエレベーターを！福祉のまちづくり条例を！大阪府民の会代表。NHK 教育番

組「きらっと生きる」のレギュラー司会者（1999～2009 年）。大阪市立大学・関西学院大学など

で「障害者と人権」論の非常勤講師を歴任。著書に『われら何を掴むか――障害のプラス面を考

える』（編集工房ノア 1976 年）、『雨あがりのギンヤンマたち』（明石書店 1988 年）、『何

が不自由で、どちらが自由か――ちがうことこそばんざい』（河合文化教育研究所 1995 年）、

『ちがうことこそ、ええこっちゃ』（日本放送出版協会 1996 年）など多数。 

 

＜会場案内＞ 

 

 

 

全国大学人権教育交流会の会員を募集しています。ご希望の方は   

g_jinken@yahoo.co.jp までご連絡ください。 

詳細は全国大学人権教育交流会のホームページをご覧下さい。 

http://zdaigakujinkenkyoikukoryukai.web.fc2.com/ 


